
　各町内福祉委員会などによる体操や茶話会等を行うサロン活動が市内で展開され、地域住民の身近な

居場所になっています。しかし、高齢になって足腰が弱くなるなど、通っていたサロンに行きたいけれど行

けなくなる人も増えてきました。そのため、町内福祉委員会と安城市社協では、誰でも参加できるような

仕組みができないかと悩んでいました。そんな時に、名古屋トヨペット㈱三河安城店から地域貢献活動の

お申し出をいただき、サロンへの送迎の仕組みを作ることができました。詳しくは３ページをご覧ください。
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安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」
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社協は、企業と地域との“橋渡し役”
～住みやすいまちづくりのために～
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名古屋トヨペット㈱三河安城店

安城南ライオンズクラブ　
　安城市社協の車いす貸出事業の貸出件数が増加傾向にあ
ること、貸出用の車いすが老朽化していることから、安城
南ライオンズクラブ５０周年記念事業の一環として、大人
用１００台と子ども用１０台の自走式車いすを寄贈してい
ただきました。安城南ライオンズクラブの要望もあり、安
城市内の各町内会や福祉施設にも貸与して防災訓練等に活
用されています。

㈱豊田自動織機　

こんな時は、安城市社協にお問い合わせください！　

　㈱豊田自動織機は、社会貢献の一環として、地域の福祉
施設の利用者を招待しイベントを開催しています。安城市
社協は、㈱豊田自動織機に市内の福祉施設を紹介していま
す。今年度は、アイシン精機㈱と協働で実施する「水源ふ
れあいファーム『じゃがいも収穫祭』」に、障がいのある
人のグループホームぬくもりの郷を紹介し、当日は施設利
用者１８名が参加されました。

　・職場内のスペースを開放して多くの人に利用してもらいたい。
　・地元の町内会のイベントに参加し、関わりを深めたい。
　・イベントで募金を集めて購入した車いすを、市内の施設で使ってもらいたい。
　・備蓄している防災用品を入れ替えるが、期限は問題ないので、地域のイベント等に協賛品と
　　して提供したい。　など

地域福祉係　　　　　　　　 　　　　　　☎７７－７８８９
事業係（安城市ボランティアセンター）　　☎７７－２９４５

　・近くにあったスーパーが閉店したため、ひとり暮らし高齢者が買い物に困っている。
　・地元で住民が気軽に集えるサロンを開催したいが、場所が見つからない。
　・サロンを開催しているが、足が悪くなって参加できない人がいる。
　・防災イベントを企画しているが、手伝ってくれる人を募集したい。
　・施設の利用者が外出する機会を提供して欲しい。　など

　安城市社協は高齢になっても、障がいがあっても、移動や買い物、地域の集まりに参加でき、地域との
繋がりを感じて安心して暮らし続けることができる“持続可能”なまちづくりを目指しています。　
　今回の特集では、地元企業や町内会などに働きかけ、地域貢献したい企業の“したい”と、サロンや支
援を充実させたい住民の“できたらいいな”の橋渡しをして、お互いにやりがいやメリットを感じられた
取り組みを紹介します。

▲名古屋トヨペット㈱三河安城店のみなさま

～企業の強みを活かして～　～企業の強みを活かして～　

～車いすを役立てて欲しい～～車いすを役立てて欲しい～

～社会貢献活動として～　　～社会貢献活動として～　　

企業がしたいこと、できること

問い合わせ先　

地域のみなさまが必要としていること、困りごと

名古屋トヨペット㈱三河安城店の鳴滝店長に伺いました。
この取り組みを通じて、社内にはどのような効果や意味がありましたか？
　活動を始めて２年が経過し、社内で高い評価を受けています。この活動を通じ、サロンに行け
なかった人がサロンに行くことで生活に楽しみが生まれたなど、利用される高齢者からは感謝の
声をいただき、スタッフのやりがいにもつながっています。また、高齢者への接し方や配慮など
を自然に学ぶ機会になっており、業務にも役立っていると考えています。
今後の展開は、どのようなことを考えていらっしゃいますか？
　まず、安全運転を心掛け、この活動を継続していきたいと考えています。業務の合間に実施す
る活動であるため調整が難しいのですが、現在、５名ほどのスタッフが活動に携わっています。
少しでも携わることのできるスタッフを増やしていければと思っています。
他にも地域とのつながりはありますか？
　地域の人が集う「町一番のくるま屋」を目指し「まちイチ活動」を展開しています。三河安城
店では、地域の活動を応援するため、店舗の会議室を貸し出しており、地元町内会のサロン活動
など様々な用途で活用していただいています。また、今年度から、「子ども１１０番の家」とし
て登録を行いました。

なる たき

　名古屋トヨペット㈱三河安城店は、試乗車を活用
したサロンへの送迎を行っています。高木元店長か
ら“車を活用した地域貢献ができないか”と安城市
社協に相談があったことがきっかけです。
　サロンに行きたいけれど自力で会場まで行くこと
ができない人を対象に、平日の営業時間のうち対応
が可能な場合に、送迎のボランティアを行っていま
す。この取り組みには、市内の福祉センターに勤務
する生活支援コーディネーターも活動を支援してい
ます。

たか  ぎ

あんじょう 社協だより
         '19 　12/15 　－ 2 －

名称（場所） 子ども生活相談（総合福祉センター） 障害者更生相談（総合福祉センター）
日　　時 令和２年１月１１日(土)、２５日(土) 午後１時30分・3時(１日２回) 令和２年１月９日(木) 午後１時～4時
対　　象 子どもの生活や発達上の悩みごとのある人 市内在住の身体障がいのある人・知的障がいのある人および介護者

予　　約 予約期間⇒各相談希望日の前々日まで(要予約・先着各１名)
予約受付⇒午前8時30分～午後５時１５分

予約期間⇒各相談希望日の前々日まで(要予約・先着6名)
予約受付⇒午前8時30分～午後５時１５分

問い合わせ 地域福祉係　☎77-788９ 総合福祉センター　☎77-7888
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名古屋トヨペット㈱三河安城店

安城南ライオンズクラブ　
　安城市社協の車いす貸出事業の貸出件数が増加傾向にあ
ること、貸出用の車いすが老朽化していることから、安城
南ライオンズクラブ５０周年記念事業の一環として、大人
用１００台と子ども用１０台の自走式車いすを寄贈してい
ただきました。安城南ライオンズクラブの要望もあり、安
城市内の各町内会や福祉施設にも貸与して防災訓練等に活
用されています。

㈱豊田自動織機　

こんな時は、安城市社協にお問い合わせください！　

　㈱豊田自動織機は、社会貢献の一環として、地域の福祉
施設の利用者を招待しイベントを開催しています。安城市
社協は、㈱豊田自動織機に市内の福祉施設を紹介していま
す。今年度は、アイシン精機㈱と協働で実施する「水源ふ
れあいファーム『じゃがいも収穫祭』」に、障がいのある
人のグループホームぬくもりの郷を紹介し、当日は施設利
用者１８名が参加されました。

　・職場内のスペースを開放して多くの人に利用してもらいたい。
　・地元の町内会のイベントに参加し、関わりを深めたい。
　・イベントで募金を集めて購入した車いすを、市内の施設で使ってもらいたい。
　・備蓄している防災用品を入れ替えるが、期限は問題ないので、地域のイベント等に協賛品と
　　して提供したい。　など

地域福祉係　　　　　　　　 　　　　　　☎７７－７８８９
事業係（安城市ボランティアセンター）　　☎７７－２９４５

　・近くにあったスーパーが閉店したため、ひとり暮らし高齢者が買い物に困っている。
　・地元で住民が気軽に集えるサロンを開催したいが、場所が見つからない。
　・サロンを開催しているが、足が悪くなって参加できない人がいる。
　・防災イベントを企画しているが、手伝ってくれる人を募集したい。
　・施設の利用者が外出する機会を提供して欲しい。　など

　安城市社協は高齢になっても、障がいがあっても、移動や買い物、地域の集まりに参加でき、地域との
繋がりを感じて安心して暮らし続けることができる“持続可能”なまちづくりを目指しています。　
　今回の特集では、地元企業や町内会などに働きかけ、地域貢献したい企業の“したい”と、サロンや支
援を充実させたい住民の“できたらいいな”の橋渡しをして、お互いにやりがいやメリットを感じられた
取り組みを紹介します。

▲名古屋トヨペット㈱三河安城店のみなさま

～企業の強みを活かして～　～企業の強みを活かして～　

～車いすを役立てて欲しい～～車いすを役立てて欲しい～

～社会貢献活動として～　　～社会貢献活動として～　　

企業がしたいこと、できること

問い合わせ先　

地域のみなさまが必要としていること、困りごと

名古屋トヨペット㈱三河安城店の鳴滝店長に伺いました。
この取り組みを通じて、社内にはどのような効果や意味がありましたか？
　活動を始めて２年が経過し、社内で高い評価を受けています。この活動を通じ、サロンに行け
なかった人がサロンに行くことで生活に楽しみが生まれたなど、利用される高齢者からは感謝の
声をいただき、スタッフのやりがいにもつながっています。また、高齢者への接し方や配慮など
を自然に学ぶ機会になっており、業務にも役立っていると考えています。
今後の展開は、どのようなことを考えていらっしゃいますか？
　まず、安全運転を心掛け、この活動を継続していきたいと考えています。業務の合間に実施す
る活動であるため調整が難しいのですが、現在、５名ほどのスタッフが活動に携わっています。
少しでも携わることのできるスタッフを増やしていければと思っています。
他にも地域とのつながりはありますか？
　地域の人が集う「町一番のくるま屋」を目指し「まちイチ活動」を展開しています。三河安城
店では、地域の活動を応援するため、店舗の会議室を貸し出しており、地元町内会のサロン活動
など様々な用途で活用していただいています。また、今年度から、「子ども１１０番の家」とし
て登録を行いました。

なる たき

　名古屋トヨペット㈱三河安城店は、試乗車を活用
したサロンへの送迎を行っています。高木元店長か
ら“車を活用した地域貢献ができないか”と安城市
社協に相談があったことがきっかけです。
　サロンに行きたいけれど自力で会場まで行くこと
ができない人を対象に、平日の営業時間のうち対応
が可能な場合に、送迎のボランティアを行っていま
す。この取り組みには、市内の福祉センターに勤務
する生活支援コーディネーターも活動を支援してい
ます。

たか  ぎ

あんじょう 社協だより
         '19 　12/15－ 3 －

名称（場所） ボランティア相談（社会福祉会館） 心配ごと相談（総合福祉センター）

日　　時 毎週(火)～(土) 午前９時～正午　午後１時～５時
※令和２年１月１日㈬～6日㈪は除く

毎週(火)～(土) 午後１時30分～4時
※令和２年１月１日㈬～6日㈪は除く

対　　象 ボランティア活動をしてみたい人 市内在住の人
予　　約 予約不要 予約不要
問い合わせ 安城市ボランティアセンター　☎77-２９4５ 地域福祉係　☎77-788９

１月の相談窓口



福祉センターは１２月２８日から翌年１月４日まで
お休みです。よいお年をお迎えください。
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問い合わせ
中部福祉センター
☎７６－００９０
北部福祉センター
☎９７－５０００
作野福祉センター
☎７２－７５７０
明祥福祉センター（明祥プラザ内）
☎９２－３６４１
桜井福祉センター
☎９９－７３６５
安城市ボランティアセンター
☎７７－２９４５

場　　所

中部福祉センター　教養娯楽室

介護老人保健施設さとまち

作野福祉センター デイルーム

明祥プラザ 多目的室

桜井福祉センター 多目的室１

社会福祉会館　集会室

日　　時
令和２年１月８日（水）
午前１０時～１１時３０分
令和２年１月１０日（金）
午後１時３０分～３時
令和２年１月１０日（金）
午後１時３０分～３時３０分
令和２年１月１５日（水）
午後１時３０分～３時
令和２年１月２５日（土）
午前１０時～１１時３０分
令和２年１月１１日（土）
午後１時３０分～４時

介護者のつどい

介護者おしゃべりサロン

※介護者おしゃべりサロンは当事者による自主グループです。
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■日
期
間
・
日
時　

■場
場
所　

■内
内
容　

■講
講
師
・
指
導　

■対
対
象
・
資
格　

■定
定
員
・
募
集
人
数　

■￥
費
用
・
受
講
料
等

　
■持
持
ち
物　

■申
申
込
方
法
等　

■問
問
い
合
わ
せ
先　

■他
そ
の
他　
　

※
「
■対
ど
な
た
で
も　

■定
特
に
な
し　

■￥
無
料
」
の
場
合
は
記
載
を
省
略

安
城
市
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.anjo-syakyo.or.jp/


